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平成 24 年７月期 第２四半期累計期間の業績予想と実績値との差異に関するお知らせ 
 

当社は、平成23年９月12日に公表いたしました平成24年７月期第２四半期累計期間（平成23年８月１
日～平成24年１月31日）の業績予想と本日公表の実績値との間に差異が生じましたので、下記のとおり
お知らせいたします。 
 

記 
 
１ 平成24年７月期第２四半期累計期間の業績予想と実績値との差異 

（平成23年８月１日～平成24年１月31日） 
（単位：百万円，％） 

 売上高 営業利益 経常利益
四半期 
純利益 

１株当たり 
四半期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 1,380 68 64 37 1,639 円 41 銭

実  績  値 （ Ｂ ） 1,194 89 86 50 2,213 円 59 銭

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △185 21 22 13 ―

増 減 率            （％） △13.4 31.8 35.0 35.0 ―

（ご参考） 
前 期 第 ２ 四 半 期 実 績 
（平成 23 年７月期第２四半期） 

― ― ― ― ―

※平成 23 年７月期第２四半期は連結決算のため、前期第２四半期実績数値は記載しておりません。 

 
２ 差異の理由 

第２四半期累計期間において、売上高につきましては、スマートフォン及びタブレット型端末向

けアプリケーション開発、コンシューマー向けWebアプリケーション開発等は順調に推移したものの、

１件当たりの開発金額が伸び悩み、当初の予想を下回る結果となりました。 

利益につきましては、前期に実施した収益体制の確立による効果、継続的な稼働管理の徹底によ

り生産性の向上に努めコストの圧縮に取り組み、原価率の低減を図れたこと等により、営業利益、

経常利益、四半期純利益のいずれも、当初の予想を上回る結果となりました。 

 なお、平成23年９月12日公表の平成24年７月期通期業績予想につきましては、変更しておりませ

ん。今後の事業環境の変化や業績の進捗状況等により、修正の必要が生じた場合には、速やかに開

示いたします。 
 

以  上 


